
教育委員会定例会日程

平成２２年１２月１６日

１ 開 会

２ 前回の会議録の承認

３ 会議録署名委員の決定

４ 報告事項

（１）市議会１２月定例会の概要について （資料１ 学校教育部・生涯学習部）

（２）平成２２年度西湘地区教育委員会連合会の視察研修について

（資料２ 教育総務課）

（３）小田原城址公園の植栽管理計画の推進を求める要望書について

（資料３ 文化財課）

（４）「史跡小田原城跡本丸・二の丸植栽管理計画」の白紙撤回を求める陳情書の取

り下げについて （資料４ 文化財課）

（５）小田原城址の史跡と緑の共生を求める陳情書について（資料５ 文化財課）

（６）第１２回城下町小田原ツーデーマーチ開催結果について

（資料６ スポーツ課）

５ 議事

日程第１

議案第２２号

小田原市市民学習フロア条例施行規則を廃止する規則 （生涯学習政策課）

日程第２

議案第２３号

平成２２年度全国学力・学習状況調査の結果の公表について （教育指導課）

日程第３

議案第２４号

平成２３年度全国学力・学習状況調査への参加について （教育指導課）

５ 協議事項

（１）平成２３年度学校教育の基本方針（案）について （資料７ 教育指導課）

６ 閉 会
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平成２２年１２月市議会定例会の概要について

第 １日目 １１月２５日 木
・補正予算並びにその他議案一括上程 提案説明、

細部説明

第 ２日目 １１月２６日 金
（休 会） （議案関連質問通告）

（一般質問通告）

第 ３日目 １１月２７日 （土） （休 会）

第 ４日目 １１月２８日 （日） （休 会）

第 ５日目 １１月２９日 月 （休 会）

第 ６日目 １１月３０日 火 ・質疑、各常任委員会付託、請願・陳情付託

第 ７日目 １２月 １日 水 （休 会）建設経済常任委員会

第 ８日目 １２月 ２日 木 （休 会）厚生文教常任委員会

第 ９日目 １２月 ３日 金 （休 会）総務常任委員会

第１０日目 １２月 ４日 （土） （休 会）

第１１日目 １２月 ５日 （日） （休 会）

第１２日目 １２月 ６日 月 （休 会）

第１３日目 １２月 ７日 火 （休 会）

第１４日目 １２月 ８日 水 （休 会）（委員長報告書検討日）

第１５日目 １２月 ９日 木

・各常任委員長審査結果報告・採決

・請願・陳情審査結果報告・採決

・一般質問

第１６日目 １２月１０日 金 ・一般質問

第１７日目 １２月１１日 （土） （休 会）

第１８日目 １２月１２日 （日） （休 会）

第１９日目 １２月１３日 月 ・一般質問

第２０日目 １２月１４日 火 ・一般質問

資料 １
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厚生文教常任委員会（教育委員会関係）

平成２２年１２月２日開催

1 議 題

議案第８４号 平成２２年度小田原市一般会計補正予算（所管事項）

陳情第９６号 「史跡小田原城跡本丸・二の丸植栽管理計画」の白紙撤回を求める

陳情書〔継続審査〕

２ 所管事務調査

（１）報告事項

・第１２回城下町おだわらツーデーマーチ開催結果について

（２）要望書の報告

・小田原城址公園の植栽管理計画の推進を求める要望書

・要望書（植栽管理計画に関する）

※ 平成２２年１２月３日開催 総務常任委員会（教育委員会関係）

1 議 題

議案第８７号 小田原市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例

議案第８８号 小田原市部等設置条例の一部を改正する条例
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「史跡小田原城跡本丸・二の丸植栽管理計画」の白紙撤回を求める陳情書

【陳情趣旨】

小田原市教育委員会は本年５月 31日、「史跡小田原城跡本丸・二の丸植栽管理計画」を策定し、

発表した。

植栽管理計画はその基本理念の中で、市制の節目に再建、整備してきた天守閣、常盤木門、住

吉橋、銅門や馬出門等を近世小田原城を代表する城郭建築として位置づけ、これらの城郭建築が

どこからでも眺望できることこそ史跡としての景観の回復であるとして、「８箇所のビューポイン

トを設定し、ここから天守閣や常盤木門等の視界を遮っている樹木の伐採等については、史跡整

備を待たずに早急に行う必要があるため、短期実施計画として位置づけ、概ね５年間の計画で樹

木の整理を実施する。」と述べている。

もし、この短期計画が実施されれば、城址公園から松の古木やクスノキ等の大樹 300 本近くが

消滅し、城址公園の深い緑の大半はなくなってしまうであろう。

天守閣広場やその法面からは、松 52本、クスノキ 32本等、合計 97本もの樹木が伐採され、数

本の桜と常盤木門南西の松の老木が残るのみであり、広場の木陰はことごとくなくなってしまう

だろう。

城内臨時駐車場として使われている御用米曲輪も北東側土塁上のクスノキの大樹 40 本がその

他の樹木 30本とともになくなれば、旭丘高校校舎のコンクリート壁がむき出しに見えてしまう。

南曲輪では、郷土文化館北側のクスノキと松の巨木、東側のクスノキと杉の大樹がなくなり、

図書館を取り囲むように茂っている 14本のクスノキと杉も伐採されてしまう。まわりの緑をうし

ないコンクリート壁の図書館の背後に、やはり周囲の緑をうしなった天守閣や常盤木門が遠望さ

れる景色を眺めて、市民や観光客は喜ぶであろうか。

旧城内小学校のあった二の丸主部では、松 32本、クスノキ 21本、その他 11本が伐採もしくは

相当の枝下ろしをされることになっている。学橋をわたるときに右手にそびえるクスノキの深い

緑は、もはや堀の水面に葉陰を映すこともないほど無惨に枝下ろしされてしまうだろう。

御感の藤の横、お茶壷橋を渡り、すぐ右手に見えるクスノキの大木も正面に見える５本の松の

古木も、天守閣や常盤木門の視界を遮るとの理由で伐採されてしまう。

松やクスノキの緑に見え隠れしていた天守閣や常盤木門。もはやこのような風情はなく、城址

公園の深い緑は無くなってしまう。「植栽管理計画」というより、「植栽伐採計画」とよぶのが妥

当であろう。

【陳情項目】

私たちは以下の理由で市の「植栽管理計画」の白紙撤回を求める。

１ 天守閣や常盤木門等への眺望を確保するためだけに百年以上も樹齢のある松、クスノキ等

の樹木 300 本近くを伐採することは市民の憩いの場である城址公園の貴重な緑を奪うことで

あり、容認できない。



4

２ 本市の重要な観光資源でもある小田原城址から深い緑を奪うことは、その観光価値を台無

しにするものであり、容認できない。

３ 城址の緑がいかにあるべきかは、街づくりの重要なテーマである。十分な判断材料を市民

に提供し議論すべきなのにそれがなされていない。

平成 22年９月８日

小田原市議会議長

今村 洋一 様

小田原城址の緑を守る会

小田原市久野 3487－６

小田原市柳新田 79－10

小田原市十字４－1033

小田原市城山３－22－10

小田原市城内２－16

小田原市栄町１－11－２

小田原市浜町３－１－12

小田原市早川３－６－３

小田原市南町４－９－33

小田原市早川 858

小田原市板橋 932

小田原市南町３－１－52

小田原市本町４－２－48

小田原市扇町２－７－７

小田原市栢山 2807

小田原市久野 3487－６

小田原市早川２－13－16

小田原市酒匂２－42－３

小田原市本町２－７－11

小田原市寿町４－21－21

小田原市板橋 617－２

小田原市城山３－14－14

小田原市城山４－１－11

小田原市城山１－４－１－703

小田原市城山４－４－５

小田原市城山１－24－20

鈴木 志真夫 ㊞

阿部 正 ㊞

飯田 和 ㊞

井上 圀子 ㊞

宇佐美 裕子 ㊞

大垣 博正 ㊞

大南 勝彦 ㊞

小田 淳 ㊞

角田 幸子 ㊞

笠木 昭夫 ㊞

川添 猛 ㊞

小西 絢子 ㊞

小西 紀子 ㊞

宍倉 正弘 ㊞

杉本 久雄 ㊞

鈴木 加代子 ㊞

鈴木 英之 ㊞

常盤 欣二 ㊞

樋口 信雄 ㊞

日比野 正男 ㊞

二見 彰彦 ㊞

益田 昌子 ㊞

松本 茂 ㊞

三浦 雅彦 ㊞

山際 丈治 ㊞

米山 峰夫（夢枕 獏） ㊞
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平成２２年小田原市議会１２月定例会

議案関連質問 １１月３０日

質問順 ２ ５ 番 木村信市

１ 議案第８７号 小田原市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例及び議案第８８

号小田原市部等設置条例の一部を改正する条例について

（１）条例制定及び改正の目的に関して

（２）これによりスポーツ及び生涯学習・文化等の振興策がどう変わるのか

議

員
NO

答

弁
質 問 要 旨 答 弁 要 旨

木

村
１

市

長

ス ポ ー ツ ・ 文 化

施 策 と 地 域 振 興

等 に 関 す る 施 策

を 一 体 的 に 推 進

す る 必 要 性 が あ

る 施 策 と は 、 例

え ば ど の よ う な

も の か 。

改 正 さ れ た 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律

が 、平 成 ２ ０ 年 ４ 月 に 施 行 さ れ 、ス ポ ー ツ・ 文 化 に つ い て

は 条 例 を 定 め 、市 長 部 局 に 移 管 す る こ と が で き る よ う に な

っ た の は 周 知 の と お り で あ る 。こ れ ま で 、教 育 委 員 会で は 、

各 種 ス ポ ー ツ ・文 化 施 策 を 推 進 、支 援 し て き た が 、例 え ば

城 下 町 お だ わ ら ツ ー デ ー マ ー チ や 小 田 原 城 茶 会 、 或 い は 、

白 秋 童 謡 の 散 歩 道 整 備 事 業 な ど は 、観 光 、商 業 な ど と の 連

携 に よ り 、多 く の 人 を 小 田 原 に 呼 び 込 み 、小 田 原 の 個 性 と

魅 力 を 内 外 に 発 信 で き る も の で あ る 。ス ポ ー ツ・文 化 の 振

興 に よ る 地 域 活 力 の 充 実 や 交 流 人 口 の 拡 大 に つ い て は 、教

育 行 政 の 枠 を 超 え た 取 組 み が 求 め ら れ て お り 、小 田 原 の 魅

力 を よ り 一 層 高 め 、ま ち の 活 力 を 生 み 出 す 政 策 と し て 、市

長 部 局 が 包 括 的 に 進 め て い く こ と が 望 ま し い 、と 考 え て い

る 。

木

村
２

市

長

ス ポ ー ツ ・ 文 化

に 関 す る 事 務 を

市 長 の 権 限 と す

る こ と に よ り 、

そ れ ぞ れ の 振 興

策 が ど う 変 わ る

の か 。

ス ポ ー ツ・ 文 化 は 、実 態 と し て 、教 育 委 員 会 の 枠 を 超 え

て 市 民 社 会 の 中 に 浸 透 し て い る 活 動 で あ る 。今 後 は 、こ れ

ま で の 教 育 委 員 会 に お け る 取 り 組 み を し っ か り と 引 き 継

ぎ な が ら 、市 民 が ス ポ ー ツ 、文 化 に 参 加 し や す い 環 境 づ く

り に 取 り 組 む と と も に 、ま ち づ く り 施 策 と の 一 体 的 な 推 進

を 図 る こ と に よ っ て 、 事 業 そ の も の に 拡 が り や 厚 み が 増

し、地 域 に お け る 様 々 な 活 動 を 充 実 さ せ る と と も に 、よ り

一 層 の 交 流 人 口 の 拡 大 に つ な げ る こ と が で き る 、と 考 え て

い る 。

※ 議案関連質問（学校教育部・生涯学習部）
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木

村
３

市

長

生 涯 学 習 部 の 名

称 を 文 化 部 と 置

き 換 え る 目 的 は

何 か 。

第 ５ 次 小 田 原 市 総 合 計 画 に お い て は 、「 希 望 と 活 力 あ ふ

れ る 小 田 原 」 を ま ち づ く り の 目 標 の 一 つ と し て 掲 げ て い

る 。政 策 の 方 向 と し て は 、小 田 原 が 誇 る 歴 史 文 化 資 産 の 継

承・発 展 と 市 民 の 創 造 的 な 文 化 活 動 を 活 発 化 さ せ る こ と に

よ っ て 、小 田 原 を 舞 台 に さ ま ざ ま な 交 流 が 生 ま れ る ま ち づ

く り を 推 進 し て ま い り た い 、と 考 え て い る 。こ の よ う な 小

田 原 の 文 化 政 策 を 一 元 的 に 担 う 組 織 と し て 、文 化 部 と い う

名 称 を 冠 し た も の で あ る 。

木

村
４

市

長

学 習 活 動 を 行 う

市 民 の 自 由 な 権

利 が 一 段 と 豊 か

に 保 障 さ れ る こ

と が 重 要 で あ る

が 、 そ の 点 は ど

こ に 見 え る の

か 。

市 民 の ス ポ ー ツ 、学 習 、文 化 活 動 が 様 々 な 形 で 広 が っ て

い く こ と は 大 変 重 要 で あ る と 認 識 し て い る と こ ろ で あ る 。

こ れ か ら は 、 様 々 な 生 涯 学 習 活 動 に よ っ て 学 ん だ 成 果 を 、

地 域 の 課 題 解 決 や ま ち づ く り に 生 か し 、市 民 自 身 が ま ち づ

く り の 担 い 手 と な っ て い た だ く こ と が 一 層 求 め ら れ て く

る と 考 え て い る 。そ う し た 市 民 の 主 体 的 な 活 動 が し や す い

環 境 づ く り に つ い て 、こ れ ま で 以 上 に 意 を 用 い て ま い り た

い 。

木

村
５

市

長

２ つ の 条 例 が 制

定 さ れ る と 、 教

育 長 の 仕 事 は 格

段 に 減 る と 考 え

る が 、 市 長 と 教

育 長 は ど の よ う

に 認 識 し て い る

か 。

学 校 に お け る 体 育 を 除 く ス ポ ー ツ 、文 化 財 保 護を 除 く 文

化 に 関 す る 事 務 の 権 限 は 、市 長 に 移 管 さ れ る こ と と な る た

め 、 そ の 分 の 教 育 長 の 業 務 は 減 少 す る も の と 認 識 し て い

る 。し か し な が ら 、今 回 の 組 織 改 編 で は 、教 育 委 員 会 と 市

長 の 役 割 分 担 を 改 め て 見 直 し 、教 育 委 員 会 に は 、学 校 教 育

に 重 点 的 に 取 り 組 ん で い た だ き 、様 々 な 課 題 を 抱 え て い る

学 校 現 場 に し っ か り と 対 応 し て い た だ く こ と も 一 つ の 狙

い と し て い る と こ ろ で あ る 。 ま た 、 生 涯 学 習 、 社 会 教 育 、

文 化 財 保 護 な ど に つ い て は 、教 育 委 員 会 が 文 化 部 等 の 市 長

部 局 職 員 に 補 助 執 行 さ せ る こ と と し て お り 、教 育 委 員 会 の

権 限 で あ る こ と に 変 更 は な い 。教 育 長 に は 、新 た な 形 と な

る 教 育 委 員 会 の 事 務 を 、責 任 を 持 っ て 執 り 行 っ て い た だ き

た い と お 伝 え し て い る と こ ろ で あ る 。

木

村
６

教

育

長

ス ポ ー ツ 及 び 文

化 に 関 す る 事 務

が 市 長 部 局 に 移

管 さ れ る こ と

で 、 教 育 委 員 会

の 所 管 事 務 の 範

囲 が 格 段 に 減 る

と 思 う が 、 教 育

長 の 見 解 を 伺

う 。

ス ポ ー ツ 及 び 文 化 に 関 す る 事 務 を 市 長 部 局 に 移 管 す る

こ と に よ り 、市 民 が ス ポ ー ツ 、文 化 に 参 加 し や す い 環 境 づ

く り に 取 り 組 む と と も に 、ま ち づ く り 施 策 と の 一 体 的 な 推

進 を 図 る こ と に よ っ て 、事 業 そ の も の に 拡 が り や 厚 み が 増

し、地 域 活 力 の充 実 や 、よ り 一 層 の 交 流 人 口 の 拡 大 に つ な

が る も の と 思 っ て い る 。確 か に 、市 長 部 局 に 移 管 さ れ る こ

と で 教 育 委 員 会 の 担 当 す る 事 務 は 減 る こ と に な る が 、今 回

の 組 織 改 編 に よ り 、い じ め や 不 登 校 、学 力 の 向 上 、支 援 教

育 の 充 実 な ど 複 雑 多 岐 に わ た る 学 校 を 取 り 巻 く 課 題 に こ

れ ま で 以 上 に し っ か り と 対 応 す る こ と が 可 能 に な る 。今 後

も 市 長 部 局 と の 連 携 を 密 に 取 り な が ら 、新 た な 形 と な る 教

育 委 員 会 の 事 務 を 責 任 を も っ て 遂 行 し て ま い り た い と 考

え て い る 。
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平成２２年小田原市議会１２月定例会

一般質問 １２月９日～１４日

質問順 ３ １８番 植田理都子

１ 図書館の運営について

（１）図書館運営の現状から

（２）お城通り地区再開発事業用地内の図書館開設に関する陳情の採択に関連して

（３）図書館の充実に向けて

質問順 ４ ２５ 番 原田敏司

１ 史跡小田原城跡本丸・二の丸植栽管理計画について

（２）複数の専門家に見てもらい、意見を伺うことも肝要ではないか

（３）市民への十分な説明と意見聴取、そして合意形成が必要不可欠ではないか

４ 富士見小学校の放課後児童クラブについて

（１）富士見小学校に空き教室が確保できる見通しはあるか

（２）隣地の元県有地の所有者と交渉し、その土地の一画にプレハブ等の施設を建てることな

ども検討すべきではないか

質問順 ７ ７ 番 大村 学

１ 史跡小田原城跡本丸・二の丸植栽管理計画について

（１）本計画の内容に対する市長の考えを問う

（２）市民の反応やＴＢＳテレビ放映について

（３）文化庁の考えについて

（４）他の条例や基本計画などとの整合性について

（５）今後について

（６）史跡小田原城跡本丸・二の丸整備基本構想について

質問順１１ ２６番 関野隆司

４ 本市の小・中学生の不登校・いじめ等に対する対応について

（１）不登校・いじめの現状とその要因をどの様にとらえているか

（２）本市の対応

（３）今後の対応策

質問順１２ １７番 志澤 清

３ 教育問題について

（１）少人数学級への対応について

質問順１３ ５ 番 木村信市

１ 文化・スポーツの振興に関して

（１）文化・スポーツ活動、生涯学習をどう支援するか

（２）学校施設等の地域開放について

（３）「市立小・中学校プール」の維持管理、活用について
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議

員
NO

答
弁

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

関

野
１

教

育

長

不 登 校 ・ い じ め

の 現 状 と そ の 要

因 を ど の 様 に と

ら え て い る か 伺

う 。

平 成 ２ １ 年 度 の 不 登 校 者 は 、 平 成 ２ ０ 年 度 と 比 較 す る

と 、小 学 校 は 増 加 、中 学 校 で は 減 少 し て い る 。小 学 校 の 増

加 は 、こ れ ま で 、家 庭 か ら 病 欠 と 連 絡 を 受 け て い た 欠 席 者

に つ い て も 、教 職 員 が 不 登 校 の 視 点 を 持 っ て 広 く 支 援 し て

い こ う と 考 え た こ と に よ る も の と 捉 え て い る 。し か し 、全

国・県 と 比 較 す る と 本 市 の 不 登 校 出 現 率 は 高 く 、大 変 憂 慮

す べ き 状 況 で あ り 、不 登 校 の 解 消 は 喫 緊 の 課 題 で あ る 。平

成 ２ １ 年 度 の い じ め 件 数 は 、小 学 校 ３ ３ 件 、中 学 校 ３ ５ 件

と 、平 成 ２ ０ 年 度 と 比 較 す る と 小 学 校 は 増 加 、中 学 校 は 減

少 し て い る 。県 と 比 較 す る と 認 知 件 数 は 低 い 。し か し な が

ら 、各 校 に お い て 、未 然 防 止 に 取 り 組 む と と も に 、早 期 発

見 に 努 め 、適 切 な 指 導 に よ り 、一 日 で も 早 く 解 決 し な け れ

ば な ら な い も の と 考 え て い る 。不 登 校 や い じ め の 要 因 に つ

い て は 、核 家 族 化 や 家 庭 の 教 育 力 の 低 下 、地 域 の 絆 の 希 薄

化 、情 報 化 社 会 の 影 響 な ど の 社 会 環 境 の 変 化 が 子 ど も た ち

に 与 え る 影 響 が 大 き い と 考 え ら れ る 。そ の 中 で 、家 庭 に お

け る 生 活 の 乱 れ に よ り 、心 の 安 定 を 欠 い た り 、学 校 生 活 に

負 担 を 感 じ て ス ト レ ス を 抱 え た り す る 子 ど も た ち も 多 い 。

ま た 、子 ど も た ち の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 低 下 も 一 因

と 考 え ら れ る 。

関

野
２

教

育

長

本 市 で は 、 不 登

校 ・ い じ め に ど

の よ う に 対 応 し

て い る か 伺 う 。

不 登 校・い じ め の 対 応 に つ い て は 、各 学 校 で は 、子 ど も

た ち へ の き め 細 か い 関 わ り を 重 視 し 、教 育 相 談 の 機 会 を 増

や し 、悩 み な ど の 相 談 を 行 っ た り 、家 庭 と の 連 絡 を 密 に し

た り し て い る 。ま た 、教 育 相 談 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 中 心 と

し た 組 織 的 な 対 応 や 関 係 諸 機 関 と 連 携 す る な ど の 対 応 を

し て い る 。不 登 校 の 対 応 に つ い て は 、教 育 委 員 会 で は 、平

成 ２ ０ 年 度か ら の 不 登 校 対 策 強 化 事 業 を 推 進 し 、未 然 防 止

や 早 期 対 応 を 各 校 に 依 頼 し て き た と こ ろ で あ り 、各 小・中

学 校 を 教 育 相 談 員 や 指 導 主 事 が 訪 問 し 、不 登 校 の 現 状 の 聞

き 取 り と 支 援 を 行 う と と も に 、中 学 校 ４ 校 に 訪 問 相 談 員 を

派 遣 し 、生 徒 及 び 家 庭 へ の 支 援 を 行 っ て い る 。ま た 、教 室

に 入 れ な い 子 ど も た ち の 居 場 所 と し て 、各 校 に 校 内 支 援 室

を 設 置 す る ほ か 、一 緒 に 学 習 に 取 り 組 ん だ り 、悩 み を 聞 い

た り す る 個 別 支 援 員 を 派 遣 し て い る 学 校 も あ る 。な お 、今

年 度 は そ の 効 果 的 運 営 を 研 究 す る た め 、中 学 校 ２ 校 に 校 内

支 援 室 指 導 員 を 派 遣 し て い る 。 い じ め の 対 応 に つ い て は 、

教 育 委 員 会 で は 、教 育 活 動 全 般 を 通 じ て 良 好 な 人 間 関 係 づ

く り を 構 築 し て 仲 間 を 思 い や る 心 、仲 間 を 大 切 に す る 心 を

育 む こ と が 、い じ め を 減 少 さ せ る 原 動 力 と な る と 考 え て い

る 。各 学 校 に 対 し て は 、日 常 的 に 子 ど も の 変 化 を 見 逃 さ な

い よ う に 留 意 し 、ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 す る な ど し て 早 期

発 見 に 努 め 、当 該 の 児 童・生 徒 に 対 し て は 、き め 細 か な 教

育 相 談 の 実 施 等 を 依 頼 し て い る 。併 せ て 、児 童 ・生 徒 指 導

研 修 会 を 開 催 す る な ど 、教 職 員 の い じ め に 対 す る 意 識 を 高

め 、資 質 向 上 に 努 め て い る 。ま た 、教 育 相 談 電 話 を 教 育 委

員 会 内 に 開 設 す る ほ か 、各 中 学 校 区 に １ 名 の ス ク ー ル カ ウ

ン セ ラ ー を 派 遣 す る と と も に 、小 学 校 ５ 校 に ハ ー ト カ ウ ン

セ ラ ー を 派 遣 し 、児 童 や 生 徒 の 悩 み や 保 護 者 の 相 談 に 対 応

し て い る 。

※ 一般質問（学校教育部）
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関

野
３

教

育

長

不 登 校 ・ い じ め

に つ い て 、 ３ ０

人 学 級 や 教 員 を

増 や す こ と が 必

要 で あ り 、 カ ウ

ン セ ラ ー の 先 生

や 専 門 家 を 増 や

し 、 各 校 に 配 置

す る な ど 、 体 制

を 強 め る 必 要 が

あ る と 思 う が 、

今 後 の 対 応 策 に

つ い て 伺 う 。

不 登 校 の 対 応 に つ い て は 、こ れ ま で 実 施 し て き た 不 登 校

対 策 強 化 事 業 に 加 え て 、今 年 度 か ら 始 め た 民 間 施 設 関 係 者

や 高 校 関 係 者 も 参 加 し て い た だ い て の 不 登 校 対 策 会 議 や 、

不 登 校 経 験 者 の 話 を 聞 く 会 を 今 後 も 開 催 し 、 地 域 と の 連

携 、Ｎ Ｐ Ｏ や 関 係 諸 機 関 と の よ り よ い 連 携 の あ り 方 を 検 討

し て い き た い と 考 え て い る 。ま た 、訪 問 相 談 員 や カ ウ ン セ

ラ ー 等 の 派 遣 が 、学 校 の 支 援 体 制 の 中 で よ り 効 果 的 な も の

と な る よ う 考 え て い き た い 。い じ め に つ い て は 、早 期 発 見

が 大 事 で あ る と 考 え て お り 、そ の た め に も 、児 童 生 徒 に ア

ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た り 、様 々 な 調 査 の 中 に 人 間 関 係 の 実

態 を 把 握 で き る 項 目 を 盛 り 込 ん だ り す る な ど し て い る 。そ

し て 、子 ど も の 心 の 変 化 を 見 逃 さ な い よ う に し 、そ の 変 化

に 対 し た き め 細 や か な 教 育 相 談 等 を 行 う と と も に 、教 職 員

が 一 体 と な っ て 、い じ め を 許 さ な い と い う 意 識 を高 め 、保

護 者 や 地 域 と の 連 携 の 下 、指 導 に あ た る こ と が 大 事 で あ る

と 考 え る 。ご 指 摘 の ３ ０ 人 学 級 の 実 現 や 、教 員 等 を 増 や す

こ と は 、不 登 校 や い じ め の 問 題 を 少 し で も 解 消 す る た め に

重 要 な こ と で あ り 、こ れ ま で も 国 や 県 に 働 き か け て き た と

こ ろ で あ る が 、 ３ ０ 人 学 級 の 実 現 や 教 職 員 の 増 員 に つ い

て 、 引 き 続 き 要 望 し て ま い り た い 。

志

澤
４

教

育

長

国 は 少 人 数 学 級

を 提 唱 し て い る

が 、 そ れ が 実 施

さ れ た 場 合 、 先

生 の 人 数 、 教 室

数 は 十 分 な の か

伺 う 。

国 は 、平 成 ３ ０ 年 度 ま で に 小・中 学 校 す べ て に お い て 少

人 数 学 級 を 実 施 す る 計 画 を 示 し て い る 。本 市 で は 、既 に 小

学 校 １・２ 年 生 の ３ ５ 人 学 級 編 制 を 実 施 し て い る と こ ろ で

あ り 、平 成 ２ ３ 年 度 は 教 職 員 や 教 室 の 増 加 分 を 確 保 で き る

見 通 し で あ る 。市 と し て は 、国 の 動 向 に か か わ ら ず 、小 学

校 入 学 期 に 基 礎 的 な 生 活 習 慣 の 確 立 や 、基 礎・基 本 の 徹 底

に よ る 学 力 の 定 着 を 図 っ て い く た め 、小 学 校 １・２ 年 生 の

少 人 数 学 級 編 制 の 実 施 を 継 続 し て い く 予 定 で あ る 。

志

澤
５

教

育

長

小 学 校 低 学 年 の

学 級 崩 壊 が 問 題

と な っ て い る

が 、 そ の 解 決 の

一 つ と し て 、 幼

稚 園 や 保 育 所 で

の 集 団 生 活 の 指

導 が 大 切 で あ る

と 考 え る 。 ど の

よ う な 指 導 が 行

わ れ て い る の か

伺 う 。

幼 稚 園 で は 、小 学 校 生 活 の ス タ ー ト が ス ム ー ズ に 切 れ る

よ う 、集 団 生 活 を 通 し て 、就 学 前 の 子 ど も た ち に 必 要 な 規

範 意 識 や 人 と 関 わ る 力 な ど を 育 て る こ と に 努 め て い る 。具

体 的 に は 、集 団 で の 作 品 作 り や 遊 び の 実 施 、先 生 や 友 達 の

話 を 聞 く 場 面 の 設 定 、遠 足 や 運 動 会 の 行 事 へ の 参 加 な ど が

挙 げ ら れ る 。教 育 委 員 会 と し て は 、就 学 前 の 子 ど も た ち が 、

小 学 校 で の 新 し い 生 活 や 環 境 な ど に 速 や か に 適 応 し て い

く た め に 、幼 稚 園・ 保 育 所 と 小 学 校 が 連 携 す る こ と は 必 要

不 可 欠 で あ る と 考 え て お り 、本 年 度 の 取 り 組 み の 重 点 の 一

つ に 、幼 保 ・ 小・中 一 体 教 育 を 掲 げ 、就 学 前 か ら 義 務 教 育

修 了 ま で の 子 ど も た ち の 学 び や 育 ち を 一 体 と な っ て み て

い く 教 育 を 推 進 し て い る 。特 に 、幼 稚 園・保 育 所 と 小 学 校

の 連 携 に つ い て は 、今 年 度 新 た に 検 討 委 員 会 を 設 置 し 、幼

稚 園 、保 育 所 か ら 小 学 校 へ の よ り よ い 接 続 の あ り 方 に つ い

て 検 討 し て い る と こ ろ で あ り 、教 職 員 の 意 識 の 向 上 や 指 導

の 見 直 し ・ 改 善 な ど に 結 び つ け て い き た い と 考 え て い る 。
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木

村
６

教

育

長

学 校 施 設 に お け

る 学 校 教 育 の 目

的 以 外 の 利 活 用

の 現 状 に つ い て

伺 う 。

学 校 で は 、学 校 教 育 に 支 障 の な い 範 囲 に お い て 施 設 を 開

放 し て い る 。主 な 利 活 用 は 、ス ポ ー ツ 関 係 団 体 に 屋 内 運 動

場 や グ ラ ウ ン ド を 開 放 す る「 ス ポ ー ツ 開 放 」や 、社 会 教 育

団 体 に 音 楽 室 や 多 目 的 室 な ど を 開 放 す る「 社 会 教 育 開 放 」、

空 き 教 室 を 地 域 の 方 の 会 議 等 の た め に 開 放 す る 「 プ ラ ザ 」

が あ る 。 開 放 の 実 績 に つ い て は 、「 ス ポ ー ツ 開 放 」 は 、 平

成 ２ １ 年 度 末 時 点 で 市 内 全 37 校 で 実 施 し 、 平 成 ２ ０ 年 度

が 、 ３ ０ ３ 団 体 、延 べ １ ２ ，５ ７ １ 回 、２ ２ 万 ４ ，５ ６ ４

人 、 平 成 ２ １ 年 度 が 、 ３ ０ ３ 団 体 、 延 べ １ ２ ， １ ６ １ 回 、

２ １ 万 ８ ， ７ ５ ８ 人 の 利 用 が あ っ た 。「 社 会 教 育 開 放 」 に

つ い て は 、平 成 ２ １ 年 度 末 時 点 で ７ 校（ 新 玉 、芦 子 、三 の

丸 、 大 窪 、下 曽 我 、国 府 津 の 各 小 学 校 、酒 匂 中 学 校 ） で 実

施 し て 、 平 成 ２ ０ 年 度 は 、 ２ ２ 団 体 、 延 べ ４ ２ ０ 回 、

１ ２ ，３ ９ ５ 人 、平 成 ２ １ 年 度 は 、２ ４ 団 体 、延 べ ４ ３ ８

回 、 １ ２ ， ６ ４ ２ 人 の 利 用 が あ っ た 。「 プ ラ ザ 」 に つ い て

は 、平 成 ２ １ 年 度 末 時 点 で ６ 校（ 足 柄 、桜 井 、曽 我 、前 羽 、

酒 匂 、 下 府 中 小 学 校 ） で 開 設 し て お り 、 平 成 ２ ０ 年 度 は 、

４ ８ 団 体 、延 べ ６ ３ ４ 回 、４ ，３ ０ ８ 人 、平 成 ２ １ 年 度 は 、

４ ４ 団 体 、 延 べ ６ ８ ６ 回 、 ４ ， ２ ９ １ 人 の 利 用 が あ っ た 。

ま た 、こ れ ら 以 外 に も 夏 休 み 中 の プ ー ル 開 放 や 放 課 後 児 童

ク ラ ブ 、健 民 祭 な ど の 地 域 の 行 事 や テ レ ビ ド ラ マ の ロ ケ 等

の 利 活 用 が あ る 。
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議

員
NO

答

弁
質 問 要 旨 答 弁 要 旨

植

田
１

市

長

利 用 者 か ら の 図

書 館 運 営 の 改 善

提 案 等 を 日 常 的

に 受 け 入 れ る 仕

組 み は あ る の

か 。

本 市 図 書 館 に お い て は 、 館 内 に 利 用 者 の 声 カ ー ド を 置

き 、意 見 や 要 望 を 把 握 し て 、対 処 ・改 善 に 活 か し 、サ ー ビ

ス の 向 上 に 努 め て い る 。ま た 、受 付 カ ウ ン タ ー に お い て 利

用 者 か ら の 問 合 せ や 改 善 の 要 望 等 に 丁 寧 か つ 迅 速 に 応 対

し て い る ほ か 、Ｆ Ａ Ｑ（ よ く あ る 質 問 と 回 答 シ ス テ ム ）に

寄 せ ら れ る 図 書 館 へ の 質 問 な ど を 通 じ 、常 時 、運 営 上 の 指

摘 や 要 望 等 に 応 じ て い る 。

植

田
２

市

長

本 市 図 書 館 の 運

営 に お い て 、 ソ

フ ト 面 の 利 便 性

向 上 の た め の 取

組 み に お い て 、

現 状 ど の よ う な

課 題 が あ る と 認

識 し て い る か 。

本 市 図 書 館 に お い て は 、こ れ ま で に も利 用 者 の 利 便 性 を

高 め る た め 、小 田 原 駅 ア ー ク ロ ー ド 市 民 窓 口 及 び 国 府 津 駅

前 窓 口 コ ー ナ ー へ の 図 書 返 却 用 ブ ッ ク ポ ス ト の 設 置 や 、重

度 障 が い 者 へ の 図 書 郵 送 貸 出 サ ー ビ ス の 実 施 、県 内 公 共 図

書 館 と の 相 互 貸 借 制 度 へ の 参 画 、ま た 市 内 各 図 書 館 施 設 の

ネ ッ ト ワ ー ク 化 及 び 所 蔵 図 書 の 検 索・ 予 約・ 貸 出 等 の イ ン

タ ー ネ ッ ト サ ー ビ ス の 環 境 整 備 な ど を 進 め 、ソ フ ト 面 の 課

題 解 決 に 取 り 組 ん で き た 。こ の う ち 、ネ ッ ト ワ ー ク 化 に お

い て 、生 涯 学 習 セ ン タ ー け や き と 国 府 津 学 習 館 図 書 室 に お

い て 、シ ス テ ム 端 末 の 配 備 は 完 了 し て い る が 、資 料 の デ ー

タ 化 が 未 整 備 の た め 、所 蔵 図 書 の 検 索 や 予 約・貸 出 等 が イ

ン タ ー ネ ッ ト で 行 え な い 現 状 に あ り 、こ の 課 題 に 対 し 、現

在 、 デ ー タ 化 へ の 移 行 に 向 け 準 備 を 進 め て い る 。

植

田
３

市

長

再 開 発 事 業 用 地

内 に 公 共 公 益 施

設 の 設 置 が さ れ

る 場 合 、 図 書 館

開 設 の 可 能 性 の

比 重 は ど の く ら

い と 想 定 さ れ る

か 。 そ の 場 合 ど

の よ う な 図 書 館

で あ る べ き と 考

え る か 。

小 田 原 駅 東 口 お 城 通 り 地 区 再 開 発 事 業 に つ い て は 、ご 承

知 の と お り 、現 在 の と こ ろ 、同 事 業 の 基 本 構 想と し て 基 本

的 な 地 区 整 備 方 針 を お 示 し し た 段 階 に あ る 。図 書 館 を 含 む

他 の 公 共 公 益 施 設 に つ い て は 、今 後 、こ の 構 想 に 基 づ く 広

域 交 流 施 設 ゾ ー ン の 整 備 を 検 討 す る 中 で 、施 設 の 構 成 を 定

め て い く こ と に な る 。再 開 発 事 業 用 地 内 へ の 図 書 館 開 設 に

お い て は 、陳 情 が 採 択 さ れ た こ と も 尊 重 し つ つ 、本 市 全 体

の 図 書 施 設 に お け る 位 置 づ け や 、広 域 交 流 拠 点 と い う 立 地

に ふ さ わ し い 機 能 を 考 え て い く 必 要 が あ る と 認 識 し て い

る 。

植

田
４

市

長

本 市 の 図 書 館 施

設 の あ り 方 や 運

営 に つ い て 、 今

後 ど の よ う に 市

民 意 見 を 把 握

し 、 方 向 性 を 見

出 し て い く の

か 。

本 市 の 図 書 館 施 設 に お い て は 、施 設 の 老 朽 化 や そ れ に 伴

う 貴 重 資 料 等 の 保 存 環 境 の 改 善 、 図 書 館 分 館 の あ り 方 な

ど 、運 営 上 取 り 組 む べ き 課 題 が 多 い 。そ う し た 課 題 を 整 理

し 、方 向 性 を 見 出 し て い く 上 で 、市 民 の 皆 さ ん に ご 協 議 い

た だ く プ ロ セ ス は 大 切 で あ る と 考 え て い る 。そ の た め 、ま

ず は 、図 書 館 の 運 営 に 関 し 館 長 の 諮 問 に 応 じ る 機 関 と し て

設 置 さ れ て い る 図 書 館 協 議 会 に 対 し 、本 市 図 書 施 設 の あ り

方 を 諮 問 し た い と 考 え て い る の で ご理 解 願 い た い 。

※ 一般質問（生涯学習部）
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植

田
５

市

長

図 書 館 の 充 実 の

た め に 図 書 館 職

員 が 図 書 館 運 営

に 腰 を 据 え て 取

り 組 め る よ う な

人 事 配 置 が 必 要

と 思 う が ど う

か 。

図 書 館 へ の 職 員 配 置 に お い て は 、図 書 館 司 書 有 資 格 者 や

本 人 の 希 望 に 留 意 し 、 一 般 職 と し て 配 置 し て い る 。 ま た 、

ご 指 摘 の と お り 、図 書 館 の 充 実 の た め に は 、図 書 業 務 全 般

に お け る 高 度 な 専 門 的 能 力 を 有 し 、そ れ を も と に 、情 報 化

社 会 へ の 対 応 や 本 市 図 書 施 設 が 有 す る 課 題 の 解 決 な ど に

も 対 処 し う る 人 材 の 確 保 が 必 要 で あ る と 認 識 し て い る 。こ

の た め 、今 後 、図 書 館 な ど の 専 門 性 の 高 い 部 署 へ の 職 員 配

置 に お い て は 、豊 富 な 経 験 か ら 専 門 性 が 培 わ れ る よ う な 仕

組 み づ く り に 努 め て ま い り た い と 考 え て い る 。

原

田
６

市

長

専 門 部 会 の 委 員

で は な い 複 数 の

専 門 家 か ら も 意

見 を 伺 う べ き で

は な い か 。

植 栽 専 門 部 会 の 委 員 と し て は 、史 跡 小 田 原 城 跡 調 査・整

備 委 員 会 か ら 学 識 経 験 者 と し て 、城 郭 、都 市 工 学 、造 園 学

の ３ 名 に ご 参 加 い た だ く と と も に 、植 物 や 考 古 学 、さ ら に

は 実 際 に 現 場 実 績 の あ る 造 園 技 術 の 専 門 家 や 樹 木 医 に お

入 り い た だ き た い と 考 え て い る 。ま ず は 、植 栽 専 門 部 会 で

し っ か り ご 議 論 い た だ き 、そ の 上 で 説 明 会 や パ ブ リ ッ ク コ

メ ン ト 等 を 実 施 し 、幅 広 く 専 門 家 や 市 民 の ご 意 見 を い た だ

き た い と 考 え て い る の で 、 ご 理 解 い た だ き た い 。

原

田
７

市

長

市 民 説 明 会 で は

市 民 に 分 か り や

す く 説 明 す る た

め に 、 伐 採 や 枝

下 し を す る 前 に

イ メ ー ジ を 画 像

で 示 す な ど 、 何

ら か の 工 夫 が 必

要 だ と 考 え る

が 、 そ の 点 に つ

い て ど う 考 え て

い る か 伺 い た

い 。

植 栽 専 門 部 会 で は 、今 後 の 史 跡 整 備 に お け る 植 栽 の あ り

方 に つ い て 、計 画 の 策 定 段 階 か ら 協 議 し 、史 跡 の 整 備 計 画

案 に 反 映 し て い く こ と 、ま た 、短 期 実 施 計 画 に 位 置 付 け た

樹 木 に つ い て は 、ど こ か ら 行 う の か 協 議 の う え 、実 施 計 画

案 を ま と め て い く こ と と し て い る 。そ う し た 計 画 案 の と り

ま と め に あ た っ て は 、市 民 に 分 か り や す く 説 明 で き る よ う

に イ メ ー ジ 図 を 作 成 す る な ど 、で き る 限 り 工 夫 を し て ま い

り た い 。

原

田
８

市

長

専 門 部 会 と 市 民

の 間 で キ ャ ッ チ

ボ ー ル を 行 い 合

意 形 成 に 努 め る

べ き で は な い

か 。

植 栽 専 門 部 会 が 取 り ま と め た 計 画 案 に つ い て は 、市 民 説

明 会 や 現 地 見 学 会 を 開 催 す る と と も に 、イ ン タ ー ネ ッ ト 等

で パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 実 施 す る な ど 、可 能 な 限 り 市 民 に

対 し て 説 明 す る 機 会 や 意 見 を 聞 く 場 を 設 け 、合 意 形 成 に 努

め て ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 、ご 理 解 い た だ き た

い 。

原

田
９

市

長

富 士 見 小 学 校 の

校 内 に 、 空 き 教

室 な ど 児 童 ク ラ

ブ の 施 設 を 確 保

で き る 見 通 し は

あ る の か 。

本 市 に お け る 児 童 ク ラ ブ の設 置 に つ い て は 、子 ど も た ち

の 安 全 や 安 心 し て 過 ご せ る 環 境 に 配 慮 し 、校 舎 内 に 設 置 す

る こ と を 基 本 と し て お り 、各 小 学 校 に お い て は 余 裕 教 室 が

な い 中 で 、協 力 を い た だ い て い る 。富 士 見 小 学 校 の 放 課 後

児 童 ク ラ ブ の 移 転 に つ い て は 、校 舎 内 へ の 設 置 を 基 本 に 協

議 を 重 ね 、現 在 、最 終 的 な 調 整を 行 っ て い る と こ ろ で あ る 。
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原

田
10

市

長

富 士 見 小 学 校 に

隣 接 す る 元 県 有

地 の 新 し い 所 有

者 と 交 渉 し 、 そ

の 土 地 の 一 画

に 、 プ レ ハ ブ 等

の 施 設 を 建 て る

こ と も 選 択 肢 の

一 つ と 考 え る

が 、 そ う し た こ

と は 検 討 し て い

る の か 。

富 士 見 小 学 校 区 放 課 後 児 童 ク ラ ブ の 移 転 に つ い て は 、学

校 隣 接 地 を 所 有 し て い る 民 間 事 業 者と 、プ レ ハ ブ 等 の 施 設

を 建 て る こ と も 選 択 肢 の 一 つ と し て 話 し 合 い を 続 け て き

た が 、現 在 は 、校 舎 内 設 置 に 向 け た 最 終 調 整 を 行 っ て い る

と こ ろ で あ る 。い ず れ に し て も 、同 児 童 ク ラ ブ の 移 転 に つ

い て は 、近 い う ち に 、そ の 方 向 を お 示 し で き る と 考 え て い

る の で 、 ご 理 解 い た だ き た い 。

大

村
11

市

長

植 栽 管 理 計 画 で

は 、 樹 木 の 伐 採

や 枝 下 し を す る

と い う こ と が 前

面 に 出 す ぎ て い

る よ う に 感 じ る

が 、 市 長 は こ の

計 画 に つ い て ど

の よ う に 考 え て

い る の か 。

植 栽 管 理 計 画 は 、こ れ ま で 適 切 な 管 理 が 行 わ れ て こ な か

っ た 城 址 公 園 の 樹 木 に つ い て 、 史 跡 と し て の 景 観 の 回 復 、

遺 構 の 保 護 、来 訪 者 の 安 全 確 保 、適 切 な 維 持 管 理 を 基 本 理

念 と し て 植 栽 管 理 を 行 お う と す る も の で あ る 。城 址 公 園 全

体 が 国 指 定 史 跡 で あ り 、文 化 財 保 護 法 で 守 ら れ て い る 場 所

で あ る こ と か ら 、ど う し て も 文 化 財 に 比 重 の か か っ た 計 画

と な っ て い る こ と は 否 め な い が 、樹 木 の 伐 採 や 枝 下 し を す

る と い う こ と が 、市 民 に 対 し て 大 変 強 い 印 象 を 与 え て し ま

っ た こ と は 、計 画 の 出 し 方 や 説 明 が 十 分 で な か っ た と 感 じ

て い る 。

大

村
12

市

長

植 栽 管 理 計 画 の

策 定 後 に 、 署 名

運 動 や Ｔ Ｂ Ｓ バ

ラ エ テ ィ ー 番 組

で 放 映 さ れ た こ

と に 対 し て 、 ど

の よ う に 考 え て

い る の か 。

植 栽 管 理 計 画 に つ い て は 、署 名 運 動 や 、Ｔ Ｂ Ｓ テ レ ビ 放

映 で は 、３ ０ ０ 本 も の 樹 木 が 伐 採 さ れ る こ と が 、あ た か も

既 成 事 実 で あ る か の よ う な 取 り 上 げ 方 を さ れ 、視 聴 者 に 大

き な 誤 解 を 招 く も の で あ っ た 。そ こ で 、こ う し た こ と も 含

め 、植 栽 管 理 に つ い て の 誤 っ た 認 識 が 伝 わ っ て い る こ と に

対 し 、市 と し て の 正 確 な 情 報 発 信 を し っ か り 行 う 必 要 が あ

り 、ま ず 、タ ウ ン ニ ュ ー ス 紙 上 で 説 明 さ せ て い た だ く と と

も に 、 テ レ ビ 局 に 対 し て 抗 議 を 行 っ た も の で あ る 。

大

村
13

市

長

１ ０ 月 １ ３ 日 に

文 化 庁 に 赴 き 意

見 交 換 を 行 っ た

と 、 市 長 の 日 記

に 書 か れ て い る

が 、 ど の よ う な

目 的 で ど の よ う

な 内 容 の 意 見 交

換 を 行 っ た の か

伺 い た い 。

１ ０ 月 １ ３ 日 の 文 化 庁の 訪 問 で は 、植 栽 管 理 計 画 の 進 め

方 や 、こ れ か ら 始 ま る 御 用 米 曲 輪 整 備 手 法 に つ い て 、関 心

の 高 ま っ て い る 史 跡 整 備 と 樹 木 の 共 生 に つ い て 、小 田 原 の

状 況 を 報 告 す る と と も に 、文 化 庁 の 基 本 的な 見 解 な ど に つ

い て 意 見 交 換 を さ せ て い た だ い た 。文 化 庁 か ら は、全 国 的

に 見 て も こ う し た 植 栽 管 理 計 画 を 策 定 し て い る ケ ー ス は

少 な く 、注 目 に 値 す る 取 り 組 み で あ り 、史 跡 整 備 を 進 め な

が ら も 、適 正 な 植 栽 管 理 を 行 う こ と は 重 要 で あ り、市 民 の

皆 さ ん の 考 え を 聞 き な が ら 進 め る こ と が 大 切 で あ る と い

う よ う な 内 容 の お 話 を 伺 っ た 。私 か ら は 、今 後 市 民 の 声 を

適 切 に 反 映 し て い く 中 で 、技 術 的 な 課 題 に つ い て は 文 化 庁

に そ の 都 度 相 談 に 乗 っ て い た だ く こ と を お 願 い し た も の

で あ る 。
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大

村
14

市

長

植 栽 専 門 部 会 で

は 、 風 致 地 区 で

あ る こ と を 認 識

し た 上 で 検 討 を

行 う の か 伺 い た

い 。

ご 指 摘 の よ う に 、小 田 原 城 跡は 神 奈 川 県 風 致 地 区 条 例 に

よ り 第 １ 種 及 び 第 ４ 種 風 致 地 区 に 指 定 さ れ て い る 地 域 で

あ る 。植 栽 専 門 部 会に お い て の 議 論 に お い て も 、風 致 地 区

と な っ て い る 趣 旨 や 規 制 に つ い て ご 説 明 を し た 上 で 、そ の

前 提 の も と に 検 討 を 行 っ て い く こ と に な る 。

大

村
15

市

長

先 の Ｔ Ｂ Ｓ テ レ

ビ の 放 映 で 、 小

田 原 城 の イ メ ー

ジ ダ ウ ン と な っ

た と 思 う が 、 今

後 小 田 原 城 を 訪

れ る 観 光 客 な ど

に 対 し て イ メ ー

ジ ア ッ プ の 対 策

を 何 か 検 討 し て

い る の か 。

先 の Ｔ Ｂ Ｓ テ レ ビ の 放 映 後 に は、市 民 を は じ め 、県 内 外

か ら １ ５ ０ 件 を 越 え る 抗 議 を 含 め た 問 い 合 わ せ を い た だ

い て い る ほ か 、城 址 公 園 で は 、観 光 客 か ら の 質 問 も 大 変 多

い と 聞 い て い る 。そ こ で 、タ ウ ン ニ ュ ー ス 紙 へ の 掲 載 や 広

報 誌 等 で 正 し い 情 報 を 伝 え る と と も に 、城 址 公 園 の 現 場 で

は 、Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 小 田 原 ガ イ ド 協 会 の 皆 さ ん に も ご 尽 力 を 頂

い て い る と こ ろ で あ る 。少 々 時 間 は か か る と 思 う が 、今 後

植 栽 管 理 計 画 を 適 切 に 推 進 し 、公 園 内 の 豊 か な 緑 を 快 適 に

整 え て い く こ と で 、 イ メ ー ジ の 回 復 を 図 っ て い き た い 。

大

村
16

市

長

市 か ら Ｔ Ｂ Ｓ テ

レ ビ と 制 作 会 社

あ て に 提 出 し た

抗 議 文 に 対 し 、

回 答 文 が 送 ら れ

て き た よ う で あ

る が 、 今 後 の Ｔ

Ｂ Ｓ に 対 す る 市

の 対 応 は ど う す

る の か 。

Ｔ Ｂ Ｓ の 放 映 に 対 し て は 、「 本 市 が 小 田 原 城 址 公 園 内 の

樹 木 ３ ０ ０ 本 を 伐 採 す る と い う 印 象 を 強 く 与 え た 」 と し

て、１ １ 月 １ ２ 日 付 け で 抗 議 文 を 提 出 し た が 、そ れ に 対 し

１ １ 月 ２ ９ 日 に 受 理 し た 回 答 文 で は 、「 市 の 指 摘 に は あ た

ら な い 」と の 見 解 が 示 さ れ て い る 。Ｔ Ｂ Ｓ テ レ ビ へ の 対 応

に つ い て は 、現 在 検 討 し て い る と こ ろ で あ る が 、バ ラ エ テ

ィ ー・生 活 情 報 番 組 で あ る こ と も 踏 ま え 、慎 重 に 対 応 し て

い き た い と 考 え て い る 。

大

村
17

市

長

整 備 基 本 構 想 の

理 念 は 何 か 確 認

し た い 。 ま た 、

こ の 理 念 を 今 後

も 変 え る こ と な

く 史 跡 整 備 を 推

進 し て い く の か

伺 う 。

史 跡 小 田 原 城 跡 本 丸・二 の 丸 整 備 基 本 構 想 に つ い て は 平

成 ５ 年 に 策 定 さ れ 、「 小 田 原 城 跡 が 貴 重 な 国 民 的 財 産 で あ

り 、か け が え の な い 郷 土 の 文 化 遺 産 で あ る と の 認 識 に た っ

て 、 永 久 に 保 存 管 理 し 後 世 に 伝 え る こ と 」、 ま た 「 小 田 原

城 跡 の 遺 構 整 備 、保 存 と そ の 活 用 を 図 り な が ら 市 民 生 活 の

中 に 役 立 て 、さ ら に 、歴 史 的 観 光 価 値 の 拡 大 を 図 る 」と い

う ２ 点 を 基 本 理 念 と し て い る 。そ の た め 、今 後 も 整 備 基 本

構 想 の 理 念 に 基 づ い て 、史 跡 整 備 を 行 っ て い く 必 要 が あ る

と 考 え て い る が 、策 定 当 時 か ら 変 化 し て い る 事 柄 を き ち ん

と 把 握 し 、整 備 す る 区 域 の 順 番 や 、植 栽 な ど の 新 た に 検 討

す べ き 要 素 も 加 え て い く こ と は 大 切 で あ る と 考 え て い る 。
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木

村
18

市

長

市 長 並 び に 教 育

長 は 、 こ れ ま で

の 本 市 の 社 会 教

育 、 文 化 ・ ス ポ

ー ツ 行 政 に 対 し

て 、 ど の よ う な

評 価 を さ れ て い

る の か 。

こ れ ま で 、 社 会 教 育 や 文 化 ･ス ポ ー ツ 等 の 振 興 行 政 は 、

教 育 委 員 会 を 中 心 に 、公 民 館 な ど に よ る 地 域 活 動 や 各 種 文

化 ･ス ポ ー ツ 団 体 と の 連 携 事 業 な ど 、 様 々 な 施 策 を 推 進 し

て き て お り 、市 民 の 力 に よ る 多 様 な 活 動 が 展 開 さ れ る と と

も に 、 地 域 活 性 化 の 役 割 を 果 た し て き た と 評 価 し て い る 。

ま た 、市 長 部 局 に お い て は 、国 際 化 や 高 齢 化 な ど 大 き く 社

会 構 造 が 変 化 す る 中 で 、 市 民 活 動 や 地 域 活 動 の 支 援 、 文

化・芸 術 の ま ち づ く り を 進 め て き て お り 、こ う し た 活 動 を

さ ら に 活 発 に 展 開 し て い く こ と が 、活 力 あ る 地 域 社 会 づ く

り 、 魅 力 あ る 小 田 原 の 創 出 に 欠 か せ な い も の と 考 え て い

る 。

木

村
19

教

育

長

市 長 並 び に 教 育

長 は 、 こ れ ま で

の 本 市 の 社 会 教

育 、 文 化 ・ ス ポ

ー ツ 行 政 に 対 し

て ど の よ う な 評

価 を さ れ て お ら

れ る の か 。

教 育 委 員 会 で は 、多 様 な 文 化 的 活 動 や 教 育 を 通 し 、市 民

の 学 ぶ 意 欲 を 支 え る 取 り 組 み を 展 開 し て き た 。特 に 、き ら

め き ☆ お だ わ ら 塾 な ど の 学 習 講 座 や 公 民 館 に お け る 各 種

活 動 で は 、 多 く の 市 民 が 参 加 す る 事 業 が 展 開 さ れ て お り 、

ま た 、小 田 原 城 茶 会 や 城 下 町 お だ わ ら ツ ー デ ー マ ー チ な ど

は 小 田 原 の 魅 力を 全 国 に 発 信 し て き た と 確 信 し て い る 。こ

う し た 様 々 な 社 会 教 育 や 文 化 ･ス ポ ー ツ の 施 策 は 、 仲 間 づ

く り や 社 会 参 画 の き っ か け づ く り と し て 成 果 を 挙 げ て い

る と と も に 、地 域 や 学 校 、市 民 サ ー ク ル や 各 種 団 体 と の 連

携 や 協 働 に よ っ て 支 え ら れ 、地 域 社 会 の 形 成 や 発 展 の た め

に 必 要 な 市 民 力 や 地 域 力 を 育 ん で き た と 考 え て い る 。

木

村
20

教

育

長

２ ５ の 市 立 小 学

校 プ ー ル が 限 定

的 に 地 域 開 放 さ

れ て い る が 、 管

理 責 任 は ど こ に

あ る と 考 え て い

る か 。

小 学 校 で は 、授 業 に お け る 使 用 、夏 休 み 中 の 開 放 な ど の

プ ー ル の 運 営 全 般 に 関 し て 、プ ー ル 管 理 運 営 規 定 及 び 細 則

を 学 校 ご と に 定 め 、学 校 長 、関 係 教 員 、Ｐ Ｔ Ａ 役 員 、学 校

医 等 で 構 成 さ れ た プ ー ル 運 営 委 員 会 を 組 織 し て 管 理 、運 営

を 行 っ て い る 。小 学 校 プ ー ル の 管 理 責 任 に つ い て は 、基 本

的 に は 学 校 長 で あ り 、 教 育 委 員 会 が 責 任 を 負 う も の で あ

る 。



平成２２年度西湘地区教育委員会連合会研修視察

１ 日程 平成２３年１月２２日（土）

２ 行程 大型バス１台

７：２５ 小田原駅西口バスターミナル

小田原市・箱根町・真鶴町・湯河原町 集合

７：３０ 出発

８：００ 大井町役場

南足柄市・中井町・大井町・松田町・山北町・開成町 集合

８：０５ 出発

１０：３０～１２：３０ 秋津コミュニティ（見学・研修）

（千葉県習志野市秋津３－１－１ 習志野市立秋津小学校内）

１２：３０～１４：３０ 昼食及び移動時間

１４：３０～１５：３０ 浜離宮恩賜庭園（見学）

（東京都中央区浜離宮庭園１－１）

１７：１０頃 大井町役場

１７：４０頃 小田原駅西口バスターミナル

※時間は予定時刻ですので、交通事情等により変更する場合もあります。

資料 ２















第１２回城下町おだわらツーデーマーチ開催結果について

１ 開催日 平成２２年１１月１９日（金）・２０日（土）・２１日（日）

２ 主会場 小田原城址公園銅門広場（スタート・ゴール）

湯河原中学校第２運動場（スタート） 箱根苑地（スタート）

３ コース １１月１９日（金） せっかくコース～白秋童謡コース～ 10km

１１月２０日（土） 尊徳・西部丘陵コース 30km 早川・片浦コース 20km

小田原城総構コース 10km 文学・遺跡コース 6km

湯河原・真鶴コース 20km

１１月２１日（日） 国府津・曽我山コース 30km 曽我梅林コース 20km

飯泉観音コース 10km ファミリーコース 6km

箱根コース 20km

４ 参加申込者数（登録者数）

事前申込 5,200人 (昨年 5,676人)

11月 20日 811人 (昨年 733人)
当日申込

11月 21日 565人 (昨年 262人)
申込時期別

合計 6,576人 (昨年 6,671人)

男性 3,437人 (昨年 3,558人)

女性 3,138人 (昨年 3,108人)

不明 1人 (昨年 5人)
男女別

合計 6,576人 (昨年 6,671人)

一般 5,415人 (昨年 5,492人)

中学生以下 1,161人 (昨年 1,179人)
一般・中学

生以下別
合計 6,576人 (昨年 6,671人)

小田原市内 2,723人 (昨年 2,739人)

県内 2,898人 (昨年 2,760人)
小田原市外

県外 945人 (昨年 1,163人)
国内

不明 5人 (昨年 9人)

国外 5人 (昨年 0人)

住所地別

合計 6,576人 (昨年 6,671人)

北海道 4人 青森県 6人 岩手県 4人 宮城県 5人

秋田県 3人 山形県 0人 福島県 9人 茨城県 27人

栃木県 9人 群馬県 24人 埼玉県 156人 千葉県 117人

東京都 405人 神奈川県 5,621人 新潟県 24人 富山県 0人

石川県 4人 福井県 0人 山梨県 8人 長野県 3人

岐阜県 0人 静岡県 82人 愛知県 8人 三重県 2人

滋賀県 0人 京都府 7人 大阪府 18人 兵庫県 5人

奈良県 1人 和歌山県 0人 鳥取県 0人 島根県 0人

岡山県 1人 広島県 4人 山口県 2人 徳島県 0人

香川県 0人 愛媛県 0人 高知県 0人 福岡県 7人

佐賀県 0人 長崎県 0人 熊本県 0人 大分県 0人

宮崎県 0人 鹿児島県 0人 沖縄県 0人 台湾 2人

都道府県・

国別

ドイツ 2人 ノルウェー 1人 不明 5人 合計 6,576人

５ 参加者数（延べ人数）

コース 11月 19日(金) 11月 20日(土) 11月 21日(日) 合計

せっかくコース 46人 46人

小田原コース 5,476人 4,912人 10,388人

湯河原・真鶴コース 560人 560人

箱根コース 766人 766人

合計 46人 6,036人 5,678人 11,760人

資料 ６



議案第２２号

小田原市市民学習フロア条例施行規則を廃止する規則

小田原市市民学習フロア条例施行規則を廃止する規則について、小田原市教育委員

会教育長に対する事務委任等に関する規則第３条第１５号の規定に基づき、議決を

求める。

平成２２年１２月１６日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



小田原市市民学習フロア条例施行規則を廃止する規則

小田原市市民学習フロア条例施行規則（平成１７年教育委員会規則第１号）は、廃止する。

附 則

この規則は、平成２３年２月１日から施行する。

［廃止理由］

小田原市市民学習フロアが廃止されることに伴い、廃止する。

［廃止年月日］

平成２３年 ２ 月 １ 日



議案第２３号

平成２２年度全国学力・学習状況調査の結果の公表について

平成２２年度全国学力・学習状況調査の結果の公表について、議決を求める。

平成２２年１２月１６日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男
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平成２２年度全国学力・学習状況調査の結果の公表について

１ 平成２２年度全国学力・学習状況調査の調査方法の変更と本市の参加状況

昨年度の政権交代に端を発し、平成２２年度の調査方法は、全国の小・中学校がすべて参

加する悉皆調査から、全国約３０％に当たる小・中学校の抽出調査と希望利用方式の併用に

変更された。

そのような状況の中、本市では、平成２２年度調査に、抽出調査への協力と、抽出されな

かった学校もすべて希望利用することにより、全校で参加した。

平成２２年度調査が、平成２１年度までの悉皆調査での参加と異なることから、その結果

の公表をどうするかについての検討を行う必要がある。

２ 平成２２年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領（文部科学省通知抜粋）

次に、本年度調査の実施要領のうち調査結果の取扱いに関連した記載を引用する。

８．調査結果の取扱い

（４）抽出調査の対象となった学校の各児童生徒の調査結果等の取扱いについての配慮事項

抽出調査の対象となった学校に在籍する各児童生徒に関する調査結果及び学校質問紙に

関する調査結果等の取扱いについての配慮事項は、以下のとおりとする。

ア 文部科学省は、抽出調査の対象となった学校に在籍する各児童生徒に関する調査結果

及び学校質問紙に関する調査結果等について、これが一般に公開されることになると、

序列化や過度な競争が生じるおそれや参加主体からの協力及び国民的な理解が得られ

なくなるなど正確な情報が得られない可能性が高くなり、全国的な状況を把握できなく

なるなど調査の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあると考えられるため、行政機関の

保有する情報の公開に関する法律第５条第６号の規定を根拠として、同法における不開

示情報として取り扱うこととする。

イ 教育委員会等は、文部科学省から提供を受けた抽出調査の対象となった学校に在籍す

る各児童生徒に関する調査結果及び学校質問紙に関する調査結果等について、アを参考

に、それぞれの地方公共団体が定める情報公開条例に基づく同様の規定を根拠として、

情報の開示により調査の適正な遂行に支障を及ぼすことのないように、本実施要領の趣

旨を十分踏まえ、適切に対応する必要がある。

ウ 抽出調査の対象となった学校に在籍する児童生徒に関する調査結果及び学校質問紙に

関する調査結果の提供を受けた教育委員会又は学校が、自らの教育及び教育施策の改善、

各児童生徒の全般的な学習状況の改善等につなげる趣旨で、調査結果を独自に集計する

場合、集計結果の公表又は情報公開請求における開示については、本調査により測定で

きるのは学力の一部分であること、学校における教育活動の一側面に過ぎないことを踏

まえるとともに、以下の点に十分配慮する。

（ア） 教育委員会や学校は、保護者や地域住民に対して域内の教育及び当該学校の状況に

ついて説明責任を有すること

（イ） 情報公開条例等との関係
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（ウ） 序列化や過度の競争につながらないようにすること

（エ） 各児童生徒の個人情報の保護との関係

（６）希望利用による調査の結果の取扱い

希望利用による調査の結果の示し方、公表、提供、取扱いの配慮事項、活用については、

学校の設置者において判断することとする。

特に，（４）ウに記載の点については、希望利用による調査においても十分配慮すること。

３ これまでの小田原市教育委員会の結果の公表の取扱い

平成２０年度実施の調査結果については、「文部科学省が示す全国学力・学習状況調査に関

する実施要領の目的や調査結果の取扱いを踏まえ、序列化や過度な競争につながらないよう、

数値化される部分の公表（市の平均、学校ごとの平均等）は一切行わない。」としていた。

しかし、平成２１年度実施の調査結果については、市民による情報公開請求を受けた平成

２１年６月３０日付の小田原市情報公開審査会の答申等を踏まえ、平成２１年７月の教育委

員会定例会においては、「調査結果の分析を踏まえた改善策等を合わせ、平均正答率等の数値

も含めて、市全体の結果のみを公表する。また、序列化や過度な競争につながる恐れがある

ので、学校ごとの結果の公表は引き続き行わない。」とした。

４ 本年度調査と昨年度までの調査の調査方法の相違点

２つの調査の相違点

平成２１年度までの調査 平成２２年度調査

採点者

すべて文部科学省から委託された

業者が実施

抽出校…文部科学省から委託された業

者が実施

希望利用校…各学校の教師が実施

採点基準

国立教育政策研究所発行の解説に

記載された基準

抽出調査…国立教育政策研究所発行の

解説に記載された基準

希望利用校…国立教育政策研究所発行

の解説に記載された基準

結果の処理

（平均正答率

等）

すべて文部科学省から委託された

業者が実施

抽出校…文部科学省から委託された業

者が実施

希望利用校…各学校の教員と教育委員

会職員が実施

採点者が同一でない

採点基準は同一だが、採点者が違うため、特に記

述式の解答ではズレが生じる可能性あり

平成２２年度は、抽出校と希望利用校では集計者が異なる
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５ 考えられる結果の公表の取扱い（案）

以上の相違点を踏まえて今年度の結果の公表について検討すると、次のような選択肢が考

えられる。

Ａ案 昨年度の結果と同様、市全体の結果を示すことと考え、抽出校の結果と希望利用校の結

果を併記して公表する。

Ｂ案 採点基準があいまいな希望利用校の結果については公表せず、抽出校の結果のみを公表

する。

Ｃ案 抽出校の結果を市全体の結果とするのは無理があるので公表そのものを控える。

なお、Ａ案・Ｂ案で公表する場合においても、序列化や過度な競争につながる恐れがある

ので、平均正答率等の数値を含めた学校ごとの結果の公表は引き続き行わないこととする。



議案第２４号

平成２３年度全国学力・学習状況調査への参加について

平成２３年度全国学力・学習状況調査への参加について、議決を求める。

平成２２年１２月１６日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



平成２３年度全国学力・学習状況調査への参加について

１ 平成２３年度全国学力・学習状況調査について

平成２２年１０月１５日、文部科学省初等中等教育局学力調査室から発出された「平成２３年

度全国学力・学習状況調査の予算見積りに関連した事業量調査について（照会）」によれば、平成

２３年度全国学力・学習状況調査については、平成２３年４月１９日（火）に平成２２年度全国

学力・学習状況調査と同様の教科・調査方式（抽出調査及び希望利用方式）で実施できるよう、

調査の実施経費を計上し概算要求を行っているとのことである。

そこで、昨年度と同様、次年度の抽出調査への協力、並びに、希望利用方式に参加するかどう

かという本市の姿勢を決定するための検討を行う必要がある。

２ 平成２２年度の本市の参加状況から分かる抽出調査と希望利用方式のメリットとデメリット

メリット デメリット

抽出調査に

協力する

抽出校の結果をまとめることで、一部

ではあるが本市の傾向を全国と比較

する形で把握することができる。

また、抽出校は自校の学力・学習状況

を把握し、指導の工夫・改善等に活用

することができる。

半日日程の調査となり、予定外の時数

（授業のための時間）を消化すること

になる。

抽出調査に

協力しない

半日日程の時数（授業のための時間）

を他に使える。

全国と比較する形で、本市の小中学生

の学力・学習状況を把握することがで

きない。

希望利用方

式に参加す

る

各学校が、自校の学力・学習状況を把

握することにより、指導の工夫・改善

等に活用することができる。

半日日程の調査となり、時数を消化す

ることになる。また、抽出校以外の学

校は、今年度同様に、各校の教員や教

育委員会職員による採点等の作業を

行うことになる。

希望利用方

式に参加し

ない

半日日程の調査や採点等にあてる時

間を他に使うことができる。

全国と比較する形で、各校が自校の学

力・学習状況を把握することができな

い。

３ 考えられる本市の参加体制（案）

以上の点を踏まえて、次年度の調査への協力、並びに、希望利用方式に参加するかどうか

という本市の姿勢を検討すると、次のような選択肢が考えられる。

Ａ案 今年度の対応と同様、抽出調査への協力と抽出校以外のすべての学校の希望利用方式へ

の参加を行う。

Ｂ案 抽出調査への協力は行うが、抽出校以外のすべての学校の希望利用方式への参加は行わ

ない。ただし、学校の独自判断による希望利用が可能な場合にはこれを認める。

Ｃ案 抽出調査への協力も、抽出校以外のすべての学校の希望利用方式への参加も行わない。

ただし、学校の独自判断による希望利用が可能な場合にはこれを認める。



① 確かな学力の向上

② 豊かな心の育成

③ 健康・体力つくりの推進

① 地域一体教育（学校・家庭・地域）と

幼保・小・中一体教育との融合

② 特色ある学校づくりの推進

③ 幼稚園教育の充実

小田原市教育委員会は、小田原市教育都市宣言及び新しい学習指導要領の趣旨や目的

を踏まえ、子どもの夢と希望と知恵をはぐくむ教育を推進します。

そのために、「３つの心と３つの力」を視点として、子どもの豊かな心の育ちを願い、

生涯学習の基礎・基本を培い、未来を拓き、たくましく生き抜く力を育てていきます。

そして、子ども、保護者、地域の方々、教職員のそれぞれの願いの実現をめざし、共

に理解し育ち合い、学校、家庭、地域が支え合って、明日が待ち遠しくなるような魅力

ある学校づくりを展開していきます。

１ 子どもの生きる力の醸成

２ 小田原の良さを生かした教育の推進

３ 家庭・地域とともに歩む教育の充実

① 小田原の良さを生かした学習の推進

② 体験学習活動の充実

③ 食育の推進

平成２３年度 学校教育の基本方針及び目的と目標

４ 教育環境の整備と充実 ① 安全で快適な教育環境の整備

② 教職員の意識改革と資質の向上

③ 一人ひとりのニーズに応じたきめ

細やかな教育の充実

④ 相談体制、不登校対策の充実

温かい心 広い心 燃える心

人として

の優しさ、

愛情、真心

など

人を思い

やる寛容

な心など

何事にも

挑戦して

いく強い

心など

学ぶ力

目的意識を持って主体的に

学習に取り組み、基礎的・

基本的な知識や技能を習得

し、問題を解決していく力

創る力

習得した力を基に自由に発想

し、考えたり表現したりする活

動を通して、実生活などの場

で、活用・探究していく力

関わる力

言葉など様々な表現方法で気持ちや考えを伝え合い、人や自然などを理解し、共生していく力

基 本 方 針

目 的 未来を拓くたくましい子ども【３つの心と３つの力を持った子ども】の育成

目 標 施 策 の 方 向 性

未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成

３つの心 ３つの力

資料 ７



＊ 各学校は、上記の重点のうち、★の取り組み（特にゴシック文字で示すもの）を、学校評価の共通評価項目として設定します。

豊かな心、確かな学力、健康や体力などの｢生き抜く力｣を

はぐくむことが、子どもの幸せにつながると考えます。

そのために、「明日が待ち遠しくなるような魅力ある学校」

「保護者・地域の方々・教職員の三者が学び合える学校」を

めざします。

子どもの安全・安心の確保
学校における安全指導・安全管理の徹底を図るとともに、家庭・地域との密接な連携のもと

に、子どもの安全・安心の確保の一層の推進を図ります。

郷土を愛し、大切にする学習の充実
郷土の偉人、自然、歴史・文化などを学ぶことを通して、郷土を愛し、大切にする気持ちを

持つとともに、小田原に誇りを持つ子どもの育成をめざします。

支援教育の充実
自らの力で解決することが困難な課題(教育的ニーズ)を抱え、教育上配慮を要する子ども一人

ひとりへの適切かつきめ細やかな指導の充実をめざします。

★ 保護者との連携 を図っていくとともに、交流及び共同学習を推進していきます。

コミュニケーション能力の向上 相手の考えや思いをしっかりと受けとめ、自分の考えや思いを積極的に表現するなどして、

より良い人間関係をつくることができる子どもの育成をめざします。

★ 学校・家庭・地域や幼稚園・保育園・小学校・中学校の教職員が一体となって、魅力ある学校づくりを推進する

ことにより、不登校 やいじめなどの解消をめざした取り組みをより一層強化していきます。

不登校やいじめへの取り組み

平成２３年度

学校教育に関する取り組みの重点

子ども一人ひとりの幸せと成長を願い、学校・家庭・地域が一体となった地域一体教育と幼稚園・保育所・

小学校・中学校が一体となった幼保・小・中一体教育の融合を図り、『未来へつながる学校づくり』
を推進していきます。

★ 各校に配置された、学校と保護者や地域の方を結ぶコーディネーターと連携して、教育活動全般にわたって、

さらなるスクールボランティアの活動の充実を図るなどしていきます。

・ 就学前教育から義務教育終了までの１１年間を見通して、それぞれの教育目標をふまえた、関連性・連続性の

ある教育活動を展開していきます。

・ 子どもの個性を尊重しながら能力を伸ばし、社会の一員として生きる基盤を育てるために、教職員が指導力を

高め、教職への情熱を持って、魅力ある学校づくりに取り組みます。

生涯にわたり、主体的に運動に取り組み、体力の向上を図るとともに、生活リズムを整え、自ら「食」

とかかわり、自らの健康を適切に管理・改善できる子どもの育成をめざします。

健康や体力つくり・食育の推進体

確かな学力の向上知

「基礎的・基本的な知識・技能」、「思考力・判断力・

表現力等」、「学習意欲」などを含む確かな学力の向上

をめざします。

★「わかる授業」を充実させるために、積極的な授業公開・

校内研究や多面的な授業評価等を行っていきます。

・基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判断力・

表現力等の育成のバランスを重視し、さらなる指導方法

の工夫・改善に取り組みます。

豊かな心の育成徳

教育活動全体を通して、「自らを律しつつ、他者と

ともに協調し、他者を思いやる心」、「生命や人権を尊

重する心」、「感動する心」など豊かな心をはぐくむ教

育をめざします。

★ 子どもの心の安定と規範意識の向上を図るため

に、保護者や地域の方とともに、「おだわらっ子

の約束」を実行していきます。

・子どもの感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊

かなものにするために、読書活動を推進します。

地域一体教育 と 幼保・小・中一体教育 の 推進


